
ディプロマポリシー

4年

職業人としての
認識に基づいて
行動するととも
に、適切な訓
練・指導を実践
する能力を習得
する。
自己啓発の姿勢
を生涯にわたっ
て持ち続ける。

3年

職業人としての
認識に基づいて
行動できる能力
を養うとともに、
言語聴覚士の対
象としている
様々な障害を理
解し、評価を実
践できる能力を
習得する。

2年

医学、心理学、
その他の専門基
礎分野への理解
を深めることに
より、専門分野
学習へ向けて医
療や福祉、教育
の現場における
必要な技能を習
得する。

1年

医療・福祉・教
育に携わる者と
してふさわしい
態度と主体的な
学習姿勢を身に
つけるとともに、
基礎分野の学習
を通し言語聴覚
士になるための
基礎的な知識を
習得する。

人体のしくみ・疾病と治療

医科学Ⅶ

医科学Ⅰ

医科学Ⅱ 医科学Ⅲ

医科学Ⅳ

医科学Ⅴ

社会人や医療・福祉の専門職としての責任と自
覚をもち、倫理観に基づいた行動をとれる能力

医療・福祉の専門職として、実践に必要な専門的
知識・技術・態度を修得し、向上し続ける能力

他者を尊重しながら自分の考えや気
持ちを表現し、対人関係を築く能力

多職種連携の必要性を考え、異なる専門分野の専
門家と協働し、主体的に役割を発揮できる能力

医療・福祉の専門職として、探究心と向上心を持ち、創造
性を発揮し、問題解決に向けて行動することができる能力

研究入門

データサイエンス

からだのしくみ入門Ⅳ

からだのしくみ入門Ⅲ

からだのしくみ入門Ⅱ

からだのしくみ入門Ⅰ

人体のしくみ総論

人体の構造

人体の機能

医科学歯科学総論

歯科学

医科学Ⅸ 医科学Ⅹ

医科学Ⅷ

医科学Ⅵ

医科学Ⅺ

心理学総論Ⅰ

心理学総論Ⅱ

言語とコミュニケーション総論Ⅰ

言語とコミュニケーション総論Ⅱ

科学的思考の基礎

認知・学習心理学 生涯発達心理学

臨床心理学

カウンセリング論 心理測定法

心の働き

心理学

社会心理学

アイデンティティの心理学

医療倫理

言語学 音声学

音響・聴覚心理学

言語発達学

言語とコミュニケーション

コミュニケーション論

日本語学 日本語音声学

英語Ⅰ 英語Ⅱ

手話言語コミュミケーション

コンピューター
サイエンス

健康とスポーツ

言語聴覚療法の基盤

基礎教育学

障害児教育学

社会保障とリハビリテーション

人間理解
とキャリ
ア形成Ⅰ

人間理解
とキャリ
ア形成Ⅱ

学びの
基礎と
発展Ⅰ

学びの
基礎と
発展Ⅱ

社会の理解

言語聴覚障害学総論

言語聴覚療法評価学

言語聴覚療法評価学演習Ⅰ

言語聴覚療法評価学演習Ⅱ

言語聴覚療法管理学Ⅰ

言語聴覚療法管理学Ⅱ

地域言語聴覚療法学Ⅰ

地域言語聴覚療法学Ⅱ

見学実習Ⅰ

見学実習Ⅱ

見学実習Ⅲ

見学実習Ⅳ

評価実習

総合臨床実習

失語症学Ⅰ発声発語障害学Ⅰ

発声発語障害学Ⅱ

高次脳機能障害学Ⅰ

聴覚障害学Ⅰ言語発達障害学Ⅰ

失語症学Ⅱ発声発語障害学Ⅲ

高次脳機能障害学Ⅱ

聴覚障害学Ⅱ

言語発達障害学Ⅱ

発声発語障害学Ⅳ

摂食嚥下障害学Ⅰ聴覚障害学Ⅲ言語発達障害学Ⅲ

発声発語障害学Ⅴ

失語・高次脳機能障害学演習Ⅰ 聴覚障害学演習Ⅰ

発声発語障害学演習Ⅰ

失語・高次脳機能障害学演習Ⅱ

聴覚障害学演習Ⅱ発声発語障害学演習Ⅱ

言語発達障害学演習Ⅱ言語発達障害学演習Ⅰ

摂食嚥下障害学演習

摂食嚥下障害学Ⅱ 聴覚障害学Ⅳ

聴覚障害学特論

失語・高次脳機能障害学特論

言語発達障害学特論

発声発語・摂食嚥下障害学特論

言語聴覚研究Ⅰ

言語聴覚研究Ⅱ

人間と生活

鹿児島医療技術専門学校言語聴覚療法学科 カリキュラム・マップ


